
　３月１９日に行われた増毛幼稚園卒園式では、１４名の卒園児が斉藤友昭園長先生から一人ひとり修了証書を

受けとり、ステージ上で小学生になったら頑張ることなどの抱負を述べました。式終了後は、優しかった先生方

や思い出がつまった教室などとの別れを惜しみながら、在園児によるアーチをくぐって幼稚園をあとにしました。

平成29年平成29年度度 町政執行方針町政執行方針 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２～６Ｐ２～６Ｐ

まちの話題ま ち の 話題 （（卒業式 ほか卒業式  ほか）） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８～９Ｐ‥ ８～９Ｐ

運動一運動一番番　ＬａｓａｎｔＬａ ｓａｎｔｅｅ　オープン！オープン！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０～１１Ｐ１０～１１Ｐ

運転免許を自主返納した方に交通費を助成しま運転免許を自主返納した方に交通費を助成しますす

　　　　　　　　　　　　　  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６Ｐ６Ｐ などなど

平成29年度 町政執行方針 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２～６Ｐ

ま ち の 話題 （卒業式  ほか） ‥‥‥‥‥‥‥‥ ８～９Ｐ

運動一番　Ｌａ ｓａｎｔｅ　オープン！‥‥‥‥‥ １０～１１Ｐ

運転免許を自主返納した方に交通費を助成します

　　　　　　　　　　　　　  ‥‥‥‥‥‥‥‥６Ｐ など
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 町
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢
 

　
今
年
度
は
、
１
期
４
年
の
折
り
返
し

の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
就
任
当
初
の

ま
ち
づ
く
り
目
標
の
達
成
と
、
よ
り
充

実
し
た
事
業
展
開
を
図
り
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
、
学

校
給
食
費
の
補
助
な
ど
、
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
の
無
い
地
区
の
高
齢

者
の
外
出
支
援
、
生
き
が
い
活
動
事
業

団
な
ど
町
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　
道
内
外
へ
増
毛
町
の
特
産
品
の
積
極

的
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
、
農
業
、
水
産
加
工
業
へ
の
振
興
を

図
り
ま
す
。
将
来
の
地
域
農
業
振
興
の

た
め
、
道
営
の
「
農
業
基
盤
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
、
事
業
予
算
確
保
に
つ
い
て

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
毛
駅
や
周
辺
の
整
備
を
図

り
、
観
光
客
の
誘
致
や
食
を
活
か
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
場
産

業
に
活
力
を
与
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

り
寄
附
金
額
が
増
え
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
、
ま
し
け
マ
ル
シ
ェ

事
業
、
同
窓
会
支
援
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
増
毛
町
商
工
会
と
と
も
に
地
域
消

費
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た

生
涯
現
役
の
町
を
実
現
す
る
人
材
育
成

健
康
寿
命
延
伸
事
業
を
展
開
し
、
診
療

所
を
核
と
し
た
町
民
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
救
急
車
の
更
新
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
配
布
、
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
事
業
に
着
手

し
、
集
合
住
宅
建
設
補
助
の
拡
充
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
空
き
家
・
廃
屋
対
策

等
住
宅
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
役
場
は
、
地
域
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
積
極
的
に
施
策
を

提
案
し
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
役
場

づ
く
り
職
員
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
未
来
に

希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
基
本
方
針
と
施
策
の
展
開

　
　
（
概
要
・
主
な
取
組
み
）

１
 豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
 

　
　
　
 活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

漁
業
の
振
興

　
漁
業
振
興
に
よ
り
、
漁
家
経
営
の
安

定
、
新
規
就
業
者
の
確
保
、
後
継
者
の

育
成
な
ど
、
漁
業
協
同
組
合
や
関
係
機

関
と
一
体
と
な
り
、
生
産
の
増
大
と
漁

業
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
水
産
基
盤
整
備
事
業

　
ミ
ズ
ダ
コ
産
卵
礁
の
造
成
、
別
苅
古

茶
内
地
先
で
の
ウ
ニ
資
源
増
殖
場
の
造

成○
水
産
業
振
興
事
業

　
ウ
ニ
資
源
増
大
対
策
事
業
、
ナ
マ
コ

放
流
・
二
次
飼
育
事
業
、
漁
業
施
設
維

持
補
修
事
業

○
そ
の
他

　
ト
ド
な
ど
の
海
獣
類
に
よ
る
被
害
防

止
対
策
事
業
、
磯
焼
け
対
策
、
増
毛
町

漁
業
資
格
取
得
費
補
助
事
業

農
業
の
振
興

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳

平
成
　
年
度

２９

町
政
執
行
方
針

　平成２９年第１回定例議会において、

堀　雅志町長から平成２９年度町政執

行方針が示されましたので、概要を掲

載いたします。全文については、町ＨＰ

（http://www.town.mashike.hokkaido.jp）

に掲載しております。

※教育執行方針については、広報ま

しけ５月号に掲載いたします。
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し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
競
争

力
の
向
上
や
生
産
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
農
業
協
同
組
合
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
各
種
支
援
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
、
農
業
の
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
水
稲
栽
培

　
増
毛
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
消

費
・
販
路
拡
大

○
農
業
基
盤
整
備
事
業

　
信
砂
・
朱
文
別
・
湯
の
沢
・
別
苅
地

区
で
の
区
画
整
理
や
客
土
の
生
産
基
盤

整
備

○
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

○
果
樹
栽
培

　
増
毛
フ
ル
ー
ツ
の
里
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
販
路
拡
大
と
知
名
度

の
定
着

○
そ
の
他

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
、
農
協
が
取
り

組
ん
で
い
る
各
種
事
業
へ
の
支
援

林
業
の
振
興

　
木
材
資
源
、
国
土
の
保
全
や
水
資
源

の
涵
養
な
ど
、
多
種
多
様
な
公
益
的
機

能
を
備
え
る
適
切
な
森
林
整
備
を
進
め

ま
す
。

○
町
有
林
整
備

　「
増
毛
町
森
林
整
備
計
画
」
に
基
づ
く
、

下
刈
り
・
間
伐
・
造
林
・
作
業
路
の
手

入
れ
や
野
そ
駆
除
事
業

○
民
有
林
整
備

　
民
有
林
育
成
制
度
を
活
用
し
た
未
来

に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
、
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
に
よ
る
支

援観
光
・
商
工
業
の
振
興

○
商
工
業
振
興

　
ま
し
け
マ
ル
シ
ェ
の
継
続
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
、
商
工
会
商
品

券
の
活
用
、
水
産
加
工
品
の
商
品
情
報

発
信
と
販
路
拡
大
の
た
め
の
連
携
、
増

毛
町
産
業
活
性
化
支
援
補
助
事
業

○
観
光
振
興

・
え
び
地
酒
ま
つ
り
、
観
光
港
ま
つ
り
、

秋
の
味
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

・
Ｊ
Ｒ
増
毛
駅
周
辺
の
整
備
と
利
活
用

・
増
毛
ミ
ク
ニ
塾
に
よ
る
食
の
研
究
や

実
践
活
動

・
岩
尾
温
泉
あ
っ
た
ま
～
る
の
運
営

・
暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場
の
運
営

・
暑
寒
別
岳
の
環
境
整
備

労
働
雇
用
環
境
の
形
成
と
消
費
者
対
策

○
新
た
な
起
業
化
や
商
品
づ
く
り
の
た

め
の
人
材
育
成

○
　
歳
以
下
の
医
療
費
補
助
、
同
窓
会

１５
開
催
補
助
、
結
婚
祝
い
金
な
ど
、
商
工

会
商
品
券
の
支
給
に
よ
る
地
域
消
費
促

進２
 未
来
と
安
全
を
支
え
る
 

　
　
 基
盤
確
か
な
ま
ち
づ
く
り

国
土
の
保
全
・
道
路
交
通
体
系
の
整
備

○
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基

づ
く
、
橋
梁
の
劣
化
状
況
等
の
点
検
や

維
持
修
繕

○
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
の
購
入

港
湾
・
漁
港
の
整
備

○
増
毛
港
の
整
備

　
弁
天
岸
壁
の
一
部
改
良
と
防
波
堤
の

建
設

○
別
苅
漁
港
の
整
備

　
港
内
静
穏
度
確
保
の
た
め
、
北
・
西

防
波
堤
の
嵩
上
げ

○
雄
冬
漁
港

　
西
防
波
堤
護
岸
一
部
の
機
能
低
下
の

改
善
要
望

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

○
福
祉
バ
ス
に
よ
る
外
出
支
援
の
継
続

　
朱
文
別
沢
・
笹
沼
・
信
砂
地
区

○
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
移
動
支
援

　
暑
寒
沢
・
中
歌
・
湯
の
沢
地
区

３
 健
や
か
で
元
気
に
生
き
生
き
と
 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
づ
く
り
の
推
進

　「
健
康
ま
し
け
　
計
画
」に
基
づ
き
各

２１

種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
若
年
層
の
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

・
個
別
指
導
に
重
点
を
置
い
た
特
定
保

健
指
導
等
の
充
実

・
生
涯
現
役
で
働
き
続
け
ら
れ
る
町
を

実
現
す
る
健
康
寿
命
延
伸
人
材
育
成

事
業

・
が
ん
検
診
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
検
査
の
導
入
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・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種

・
妊
婦
健
診
や
乳
幼
児
の
予
防
接
種
の

公
費
負
担
の
継
続

地
域
福
祉
の
充
実

　
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

関
係
団
体
と
連
携
し
、
指
導
者
の
育
成

や
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
生
き
が

い
活
動
事
業
団
に
よ
る
、
行
政
と
地
域

住
民
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実

　
市
街
診
療
所
を
本
町
の
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
良
質
で
安
全
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
を
進
め
ま
す
。

　
明
和
園
に
つ
い
て
は
、
入
所
者
が
健

や
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
適
切
な
維
持
補
修
と
改
修
等
に

向
け
た
調
査
・
検
討
を
早
急
に
進
め
ま

す
。

児
童
・
ひ
と
り
親
福
祉
の
充
実
・
子
育

て
支
援

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
増

築
を
し
ま
し
た
が
、
更
な
る
子
育
て
支

援
環
境
の
充
実
や
認
定
こ
ど
も
園
化
へ

の
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
保
育
料

の
独
自
軽
減
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

　
妊
婦
健
診
・
出
産
を
支
援
す
る
事
業
、

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
事
業
、
家
庭
で

の
子
育
て
を
支
援
す
る
事
業
、
子
ど
も

の
教
育
を
支
援
す
る
事
業
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
な
ど
、
独
自
の
施
策
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
多
子
世
帯
の
子
育
て
支
援
の
た
め
、

第
３
子
以
降
の
入
学
・
進
学
時
に
お
祝

い
金
を
商
工
会
商
品
券
で
支
給
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　「
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い

者
計
画
」
に
基
づ
き
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

社
会
保
障
の
充
実

　「
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基

づ
き
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
保
険
給
付

に
努
め
ま
す
。

４
 快
適
で
安
心
安
全
な
 

　
 暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
美
化
・
景
観
の
充
実
・
空
家
等
対

策　
景
観
を
損
な
い
危
険
性
の
高
い
空
き

家
等
の
対
策
に
取
り
組
み
、
所
有
者
が

空
き
家
等
を
除
却
す
る
場
合
に
、
除
却

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
国
道
や
道
道
な
ど
の
沿
道
で
の
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
継
続
し
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

衛
生
環
境
の
充
実

　
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
留
萌
南
部

衛
生
組
合
に
お
い
て
広
域
的
に
進
め
て

お
り
、
適
切
な
ご
み
分
別
に
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
の
対
策
と
し
て
の
啓
発
活

動
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
海
岸
に
お
け
る
良
好
な
景
観
や
環
境

保
全
を
図
る
た
め
、
海
岸
漂
着
物
対
策

を
進
め
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
浄
水
場
設
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備
の
ろ
過
池
へ
送
水
す
る
表
洗
管
取
替

工
事
と
腐
食
等
に
よ
り
破
損
し
た
場
外

フ
ェ
ン
ス
一
部
取
替
工
事
を
実
施
し
、

水
質
と
施
設
の
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
処
理
場

の
中
央
監
視
装
置
外
の
更
新
工
事
を
行

い
、
持
続
可
能
な
下
水
道
の
延
命
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
改
造

に
係
る
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
に
よ
り
、

下
水
道
接
続
の
普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
区
域
外
に
つ
い
て
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
制
度

に
よ
り
生
活
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　
消
防
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
高

規
格
救
急
車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
救
急
救
命
士
を
消
防
学
校
や
病
院

な
ど
に
派
遣
し
、
高
度
で
専
門
的
な
知

識
と
処
置
を
習
得
さ
せ
、
高
度
救
急
救

命
体
制
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
全
町
防
災
訓
練

等
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
災
害
発
生

時
に
は
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通
じ

た
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
行

政
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
会
を
中

心
と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
設
立
機
運

を
高
め
、
安
心
安
全
な
防
災
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
推
進

　
公
営
住
宅
建
替
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
南
暑
寒
２
丁
目
団
地
に
１
棟
　１２

戸
、
暑
寒
町
２
丁
目
の
町
有
地
に
１
棟

８
戸
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
３
ヵ
年

計
画
で
建
替
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
世
帯
、
又
は
三
世
代

同
居
世
帯
へ
の
補
助
金
の
加
算
を
追
加

し
ま
す
。

　
民
間
賃
貸
住
宅
等
建
設
補
助
制
度
に

つ
い
て
は
、
一
層
の
建
設
促
進
の
た
め
、

補
助
金
と
家
賃
設
定
の
限
度
額
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
補
助
制
度
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
未
利
用
地
等
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
新
築
住
宅
建
設
支
援

補
助
制
度
と
し
て
、
町
内
に
土
地
を
購

入
し
３
年
以
内
に
新
築
住
宅
を
建
設
、

又
は
新
築
さ
れ
た
建
売
住
宅
を
購
入
し

た
方
に
土
地
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
、

子
育
て
世
帯
、
又
は
三
世
代
同
居
世
帯

に
あ
っ
て
は
補
助
金
を
加
算
す
る
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
・
地
域
安
全
活
動
の
充
実

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

運
転
に
よ
る
事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
、

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
、
高
齢
者
運

転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を
実
施
し
、

　
歳
以
上
で
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

７０方
に
対
し
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
場
合
の
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
防
犯
に
つ
い
て
は
、
防
犯
協
会
を
中

心
と
し
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住
宅
診

断
、
自
動
車
診
断
等
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪

質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
、

迅
速
な
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

移
住
・
定
住
の
推
進

　
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
に
、
移
住

体
験
住
宅
を
実
施
し
住
み
よ
い
町
の
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
す
。

　
空
き
地
や
空
き
家
の
利
活
用
を
進
め

る
た
め
の
「
空
き
地
・
空
き
家
バ
ン
ク

情
報
」
の
充
実
を
図
り
、
居
住
環
境
の

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、
現
在
２

名
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
委
嘱
期
間
後

の
定
住
に
向
け
て
、
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

５
 活
き
活
き
と
学
び
心
豊
か
な
 

　
 人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
将
来
の
増
毛
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
絆
を
強
め
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
持
っ

て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
で
き
る
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が

い
に
満
ち
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
涯
学
習
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
な
が
る
各

種
事
業
を
実
施
し
、
関
係
施
設
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
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平成２８年度のふるさと納税「頑張れ増毛応援寄付」の実績は

໰̇ 役場企画財政課企画係（電話５３－１１１０）

　集まった寄附金は、必要経費を差し引いた分を基金に積み立て、2９年度

以降の予算に充てられます。

　今後も、ふるさと増毛のため、知人や友人へのご紹介等、皆様のご支援・

ご協力をお願いいたします。

【２８年度の人気返礼品トップ３】

ボタンエビ
　　　１ｋｇ

７，２１１件

辛子明太子
たっぷりセット

６，２９０件

２

味付けいくら
　　　セット

２，５５１件

３

１ 

　平成２７年度に集まった寄付金４億

７，６５２万円のうち、必要経費（返礼品代、

郵送費、備品費、人件費など）を差し引

いた約２億６，２００万円が基金に積み立て

られ、平成２８年度はあっぷる保育所の改

築費用や、パークゴルフ場拡充費用など

の施設の整備に係る費用や、高校通学費

等補助金や子ども医療費助成金などに使

われました。

　詳しくは「頑張れ増毛応援寄付ホーム

ページ」をご覧下さい。

頑張れ増毛応援寄附 検索

隔

６
 町
民
と
共
に
つ
く
る
 

　
　
　
 未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
情
報
共
有

　「
広
報
ま
し
け
」
に
つ
い
て
は
、
見
や

す
く
・
読
み
や
す
く
・
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
、
情
報
を
伝
え
ま
す
。

　
本
町
の
予
算
内
訳
及
び
財
政
状
況
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
予

算
概
要
版
「
ま
し
け
の
家
計
簿
」
を
全

戸
配
布
し
、
情
報
公
開
に
努
め
ま
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
最
新
の

行
政
情
報
を
提
供
し
、
積
極
的
な
情
報

の
発
信
と
開
示
を
進
め
ま
す
。

時
代
に
即
し
た
行
政
経
営

　
各
種
会
計
に
お
い
て
、
歳
入
の
身
の

丈
に
あ
っ
た
行
政
経
営
を
め
ざ
し
、
経

費
の
節
減
、
効
果
的
な
事
務
事
業
の
展

開
と
再
編
等
、
限
ら
れ
た
財
源
で
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
頑
張
れ

増
毛
応
援
寄
附
で
は
、
返
礼
品
と
し
て

町
特
産
品
を
お
贈
り
し
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

と
知
名
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営

　
本
町
の
財
政
事
情
は
、
過
疎
化
に
よ

り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
継
続
し
て
経
常
経
費
の
節

減
、
重
要
性
・
緊
急
度
に
応
じ
た
事
業

の
実
施
や
、
地
方
債
の
計
画
的
な
借
り

入
れ
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
住
環
境
の
整

備
等
、
地
方
創
生
の
着
実
な
る
実
施
に

向
け
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
有

効
活
用
し
、
財
政
規
律
を
維
持
し
な
が

ら
、
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営

を
進
め
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
・
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
平
成
　
年
度
実
施
の
国
勢
調
査
の
結

２７

果
は
、
本
町
の
人
口
減
少
が
よ
り
加
速

度
を
増
し
て
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
そ
の
対
策
は
急
務
で
す
。

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
一
昨
年

度
に
「
増
毛
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
増
毛
町
総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活

用
し
、
本
町
に
お
け
る
地
方
創
生
を
進

め
、
人
口
減
少
問
題
と
少
子
高
齢
化
を

抑
制
で
き
る
よ
う
、
施
策
及
び
事
業
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

３６，５３３件　５億５７０万円 となりました！
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予算総額 ７３億９９７万円
（※万円未満四捨五入）

平成２９年度

当初予算

　平成29年度の一般会計は45億2，400万円、特別会計は22億6，230万円、公営企業会計は５億

2，367万円となっており、合計すると73億997万円です。

これを平成28年度の当初予算

規模と比較しますと、0．6％増

加しております。

　今年度は、南暑寒２丁目団地

の建て替えのほか、除雪用小型

ロータリーや消防車両の購入、

旧商家丸一本間家の屋根の塗装

工事などを行う予定です。

　そのほか、折込チラシでも今

年度実施予定の事業を紹介して

おりますので、そちらもあわせ

てご覧ください。

除雪用小型ロータリーの更新

3，763，7600 万円万円

南暑寒２丁目団地の建て替え

2，082，0877 万円万円

【歳入】 【歳出】

比較増減予算額会計名

△ 2．8 ％45 億 2，400 万円一般会計

7．8 ％22 億 6，230 万円特別会計

11．0 ％7 億 3，390 万円国 民 健 康 保 険

△ 6．5 ％5，270 万円観 光 施 設 事 業

△ 4．1 ％2 億 1，990 万円診 療 所 事 業

4．0 ％9 億 　150 万円介 護 保 険

33．9 ％2 億 7，620 万円公共下水道事業

△ 2．0 ％7，810 万円後期高齢者医療

2．6 ％5 億 2，367 万円公営企業会計

△ 0．6 ％2 億 2，319 万円水 道 事 業

△ 1．6 ％3，246 万円簡 易 水 道 事 業

6．0 ％2 億 6，802 万円砕 石 事 業

0．6 ％73 億 　997 万円合 計

8.2%
諸収入ほか

地方交付税

54.8%

国・ 道
支出金

町債
8.2%

26.4%

73.6%

8.2%
諸収入ほか

地方交付税

54.8%

国・ 道
支出金

町債
8.2%

26.4%

73.6%

地方譲与税
ほか 2.8%

町税町税

地方譲与税
ほか 2.8%

7.8%7.8%
18.2%18.2%

総務費

13.2%

民生費

17.6%

衛生費

7.2%

農林水産業費

4.5%

土木費

10.8%
教育費

5.9%

公債費

16.3%

職員給与費

18.2%

議会費ほか

6.3%
総務費

13.2%

民生費

17.6%

衛生費

7.2%

農林水産業費

4.5%

土木費

10.8%
教育費

5.9%

公債費

16.3%

職員給与費

18.2%

議会費ほか

6.3%

※比較増減は平成28年度当初予算

福祉や教育、農林水産業の振興、道路整備など

増毛町の財政の基本となる会計です。
一般会計　45 億 2，400 万円

高規格救急車と消防指令車の更新

2，516万2，516 万円円
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ま 題話のち

　
３
月
５
日
、
町
内
各
団
体
の
青
年
部
か

ら
成
る
増
毛
町
青
年
部
共
働
隊
主
催
の

「
駅
☆
祭
」
が
開
か
れ
、
来
場
者
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
暴
風
雪
に
よ
る
荒
天
で
、
予

定
し
て
い
た
駅
前
広
場
で
は
な
く
千
石
蔵

の
中
で
開
催
。
巨
大
す
べ
り
台
や
宝
引
き

大
会
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
大
幅
な
予
定

変
更
を
強
い
ら
れ
る
状
況
の
中
で
し
た
が
、

甘
酒
の
無
料
配
布
や
あ
た
た
か
い
飲
食
物

の
販
売
、
各
青
年
部
が
持
ち
寄
っ
た
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
で
会
場
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

駅
☆
祭
２
０
１
７
が
開
催

　
２
月
　
日
、
沿
岸
バ
ス
株
式
会
社
（
出

２８

口
治
康
代
表
取
締
役
）
か
ら
町
教
育
委
員

会
に
対
し
、
増
毛
小
学
校
新
入
学
児
童
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
　
個
が
寄
贈
さ
れ
ま

３４

し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
バ
ッ
グ
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
描

か
れ
た
蛍
光
の
黄
色
で
、
遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ

色
合
い
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

交
通
事
故
等
を
少
し
で
も
防
ご
う
と
、
同
社
が
　２０

年
程
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
入
学
式
の
日
に
新

入
学
児
童
に
配
布
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
教
材
な
ど
を
入
れ
て

持
ち
歩
く
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
３
月
に
入
り
、
町
内
各
所
で
卒
業
式
・
卒
園
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ

学
舎
や
、
友
人
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
卒
業
生
た
ち
は
希
望
を
胸
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

思
い
出
を
胸
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
は
じ
め
る

▲３月19日の増毛幼稚園卒園式では、思い出の写真が音

楽とともにスライドで流れ、保護者も涙を流していました。

▲３月18日に開かれた増毛小学校卒業式で、別れ

の言葉を述べる卒業生。

▲３月25日のあっぷる保育所修了式では、修了児が一人ひ

とり両親へ感謝の言葉を述べ、会場は感動に包まれました。

▲３月12日に開かれた増毛中学校卒業式では、こ

み上げる涙をこらえきれない卒業生もいました。

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
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ま 題話のち

　この写真（左上）を見ると、頭の中に八代亜紀さんの『舟歌』と

いう曲が流れる方は大勢いるのではないでしょうか。

　大晦日の夜、互いに孤独を抱えた男と女が客のいない居酒屋の

カウンターで肩を寄せ合い紅白歌合戦を見ている。テレビからは、

お酒はぬるめの燗がいい…と『舟歌』が。町内で撮影された不朽

の名作、映画『駅～ＳＴＡＴＩＯＮ～』の名シーンです。

　劇中に出てくるこの居酒屋「桐子」が、今は観光案内所として

利用されている「風待食堂」の中に再現されることになりました。

広報マンがおじゃましたときはまだ内装の準備中。しかしすでに

赤提灯や看板などが設置されていて、レトロな郵

便受けやポスターなどで雰囲気抜群。すりガラス

越しに店の中をのぞくと、割烹着姿の桐子が頬杖

ついてぼんやりテレビを眺めているのではないか

と思えるほど忠実に再現されていました。

　オープン予定日は４月21日（金）です。また、風

待食堂は今年も観光案内所として多くのお客さん

をおもてなしいたします。観光シーズンが本格化

し、混雑する前にこのセットをはじめ町内の映画

スポット巡ってみてはいかがでしょう。町内で不

審な男をみかけたら、それは高倉健演じる三上英

次になりきっている広報マンなので、あたたかい

目でみてあげてください。

ｖｏｌ，２４

　
３
月
　
日
、
増
毛
ス
キ
ー
連
盟（
佐
伯
義
晃
会
長
）主

１２

催
の
第
６
回
暑
寒
別
岳
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大

会
が
行
わ
れ
、
全
道
か
ら
集
ま
っ
た
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
過
去
最
高
の
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム（
大
回
転
）で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、
毎
年
大
人
気
の
出
場
選
手
全
員
に

当
た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
増
毛
の
特
産
品
を
は
じ

め
と
し
た
豪
華
景
品
に
出
場
者
た
ち
は
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
増

毛
町
分
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

■
小
学
５
～
６
年
男
子
の
部

　
６
位
　
瀬
川
　
翔
貴

白
熱
し
た
滑
り
で
タ
イ
ム
を
競
う 　

３
月
３
日
、
増
毛
小
学
校
に
お
い
て
「
平
成
　２８

年
度
増
毛
町
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
子
ど
も
会

議
」
が
町
教
育
委
員
会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
増
毛
小
児
童
会
か
ら
３
名
、
増
毛
中

生
徒
会
か
ら
２
名
が
代
表
と
し
て
出
席
し
、
い
じ

め
根
絶
に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
発
表
し
た

後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
増
毛
中
学
校
で
は
登
校
し
て
き
た
生
徒
や
先
生

方
に
あ
い
さ
つ
す
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
毎
日

行
い
、
さ
わ
や
か
で
い
じ
め
が
起
こ
り
に
く
い
雰

囲
気
づ
く
り
に
務
め
ま
し
た
。
増
毛
小
学
校
で
は
、

１
～
６
年
生
を
７
つ
の
た
て
わ
り
班
に
分
け
、
一

緒
に
給
食
を
食
べ
た
り
掃
除
を
し
た
り
と
、
全
校

児
童
の
絆
を
深
め
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
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◆◇４月の各種教室は下記の日程で行います。参加料は無料です。◇◆

場　　所時　　間教　　室　　名開催日

文化センター中ホール１８：３０～１９：３０ストレッチヨガ４日（火）

文化センター中ホール１８：３０～１９：３０からだ引きしめ体操５日（水）

屋内グランド１０：００～１１：３０しっかりウォーキング７日（金）

文化センター中ホール１０：３０～１１：３０関節痛予防体操
１２日（水）

文化センター中ホール１８：３０～１９：３０からだ引きしめ体操

文化センター中ホール１８：３０～１９：３０ストレッチヨガ１３日（木）

文化センター中ホール１８：３０～１９：３０からだ引きしめ体操１７日（月）

文化センター中ホール１０：３０～１１：３０関節痛予防体操１９日（水）

屋内グランド１０：００～１１：３０しっかりウォーキング２１日（金）

文化センター中ホール１８：３０～１９：３０ストレッチヨガ２５日（火）

※水分補給の飲み物とハンドタオルをご持参の上、動きやすい服装でご参加ください。文化セン

ター中ホールで開催される教室はなるべく運動靴でご参加ください。また、ヨガマット等をお

持ちの方はご持参ください。

※予約がなくても参加できますが、参加者多数の場合は予約者を優先させて頂きます。

【予約・問合せ先】役場町民課・保険年金係（電話５３－１１１３）
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健康寿命延伸事業
※地方創生推進交付金事業『生涯現役で働き続けられる町を実現する健康寿命延伸人材育成事業』

づ く り

໰̇ 役場町民課保険年金係　電話 ５３－１１１３

　Ｌａ・ｓａｎｔｅ（ラサンテ）はフランス語で「健

康」を意味します。「運動一番」は役場保健セン

ターの「健康一番館」、フランス語からは民間企

業の「オーベルジュましけ」をイメージさせ、

行政と民間が協働で町民の健康づくりをすると

いう意味が込められています。

　入浴施設にＬａ・ｓａｎｔｅを設置した理由は、高

血圧の人の割合が全道一の増毛町民の健康課題

に対して、温泉の血管拡張効果とリラックス効

果に併せてストレッチなどの軽運動で血圧を低

く保つことが狙いです。

　健康運動指導士による運動指導や相談を受け

ながら個人に合った効果的な運動ができますの

で、どうぞご利用ください。

　◆場　　所

　　オーベルジュましけ２Ｆ浴場連絡通路

　◆開館時間　１０：００～２１：００

　◆利 用 料　無料

※入浴される場合は５５０円がかかります

（オーベルジュましけフロントにて）

　◆休 館 日　日曜日、祝祭日、水曜日

　◆利用対象者

　　増毛町民、増毛町在勤者、宿泊施設利用者

　◆導入機器

トレッドミル（ランニングマシン）２台、

バイク２台、フィットネスマシン５台

運動一番　Ｌａ・ｓａｎｔｅ（ラサンテ）が４月３日よりオープンし ています ！

　３月は、文化センターで行われ

ている教室のほかに、明和園や生

きがいデイサービスなどで出張健

康づくり教室がひらかれました。

　参加者たちは普段あまり動かさ

ない筋肉や関節を意識的に動かす

練習や、自分で行うマッサージの

方法を教わっていました。

　また、町バレーボールスポーツ

少年団では、体幹を鍛えるトレー

ニング教室が行われ、選手たちは

ゲームを交えたトレーニングを楽

しみながら汗を流していました。

・電話による予約は受け付けていません。

・オープン当初は混雑が予想されますので、

時間に余裕をもって来場願います。

・これまで実施してきている運動教室も、

引き続き文化センターなどで行います。

室教

健 康



12広報ましけ 2 0 1 7．04

■
受
診
券
を
発
送
し
ま
す

　
増
毛
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

中
の
　
歳
か
ら
　
歳
の
方
の
う
ち
、

４０

７４

春
の
集
団
健
診
で
特
定
健
診
を
受

け
て
い
な
い
方
に
、
特
定
健
診
受

診
券
を
４
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

■
　
歳
未
満
の
方
は

４０
　
国
保
に
加
入
の
　
歳
未
満
の
方

４０

に
は
市
街
診
療
所
の
プ
チ
健
診
を

無
料
で
受
け
ら
れ
る
受
診
券
を
発

送
し
ま
す
。（
　
月
予
定
）

１０

　
詳
細
は
同
封
す
る
説
明
書
を
ご

確
認
願
い
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
の
方
は

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
は
、

平
成
　
年
度
に
健
診
を
受
け
た
方

２８

と
、
平
成
　
年
度
に
新
た
に
後
期

２９

高
齢
者
と
な
る
方
に
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
。

　
送
付
さ
れ
な
い
方
で
、
受
診
を

希
望
す
る
方
は
保
険
年
金
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
社
保
・
共
済
等
の
方
は

　
社
会
保
険
、
共
済
組
合
等
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
健
康
保
険
証

の
発
行
元
（
保
険
者
）
か
ら
の
案

内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
他
の
健
診
を
受
け
て
い
る
方
へ

の
お
願
い

　
国
保
の
受
診
券
が
届
い
た
方
で
、

商
工
会
や
農
協
が
実
施
し
て
い
る

健
診
を
受
け
て
い
る
方
や
、
個
人

で
人
間
ド
ッ
ク
等
を
受
け
た
方
は
、

特
定
健
診
に
振
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
係
か
保

健
指
導
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
定
期
通
院
し
て
い
る
方
へ

　
増
毛
市
街
診
療
所
や
留
萌
市
内

の
病
院
に
通
院
し
て
い
る
方
は
、

普
段
の
検
査
を
特
定
健
診
に
振
替

え
て
、
健
診
同
一
項
目
の
検
査
代

を
無
料
に
で
き
ま
す
の
で
、
病
院

窓
口
や
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
（
留
萌
市
立
病
院
以
外
）。

■
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　
各
医
療
機
関
で
受
診
す
る
個
別

健
診
は
、
５
月
１
日
か
ら
開
始
と

な
り
ま
す
。

　
受
診
で
き
る
日
や
予
約
電
話
番

号
な
ど
の
詳
細
は
受
診
券
に
同
封

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
診
す
る
と
き
は
保
険

証
と
受
診
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
増
毛
町
国
保
の
資
格
を

喪
失
し
た
場
合
は
、
受
診
券
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
『
無
料
』
で
受
け
ら
れ
ま
す

　
特
定
健
診
は
８
千
円
分
の
基
本

項
目
と
２
千
円
分
の
詳
細
項
目
を

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
年

に
１
度
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
健
診
受
診
後
１
～
２
カ
月
中
に

結
果
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
精
密
検
査
票
が
同
封
さ
れ
て
い

た
場
合
は
、
早
め
に
再
検
査
を
受

け
て
下
さ
い
。

　
ま
た
健
診
の
結
果
、
お
話
が
必

要
な
方
に
は
保
健
師
等
か
ら
連
絡

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

■໰ 
町
民
課
保
険
年
金
係

　

　
述
５
３
倆
１
１
１
３

必ず受けよう! !

特特定定健健診診

　障がい者（緑色の証）、ひとり親家庭（黄色の証）、乳幼児（白色の証）の医療費受給者証の

手続きはお済みでしょうか？

　医療費助成制度は該当者からの申請により適用となる制度ですので、下記に該当になると思

われる方は、保険年金係までお問合せください。

※各制度には所得等の基準があります。

■໰ 町民課保険年金係　（電話５３－１１１３）

  ◎ひとり親家庭の方 

○１８歳までのお子様がいるひとり親家庭等の方

※学生の場合は２０歳まで延長されます。

  ◎乳幼児がいる家庭の方 

○小学校就学前までの乳幼児

※入院の場合は小学生まで拡大されます。

  ◎障がいを持つ方 

○身体障害者手帳１級、２級、又は３級のうち内部疾患の方

※後期高齢者の方は住民税非課税の方のみが対象となります。

○療育手帳Ａ判定を受けた方○重複障がいの方○精神障害者保健福祉手帳１級の方

医療費受給者証の手続きはお済みですか？医療費受給者証の手続きはお済みですか？



Ｑ：会社を退職してから国保の加入手続を忘れていました。被保険者の資格はいつからですか？また、
保険料はいつの分から払うのでしょうか？

Ａ：他の市町村から転入したり、他の健康保険をやめたりした場合、国保の加入手続をしたときから保
険料を納めればよいと考えがちです。しかし、日本では、国民の全てが何らかの健康保険に加入し
ていなければなりません（「国民皆保険」制度）。したがって、国保の資格は、他の健康保険が適用さ
れなくなった日又は退職の日の翌日から発生し、保険料も届出の遅れた分を遡って負担することに
なります。

Ｑ：国保をやめる届出が遅れるとどうなりますか？
Ａ：本来、資格のない人が手元の保険証を使ってしまった場合は、医療費の７割を後で返していただく
ことになります。就職して職場の健康保険に加入した場合は、国保の保険証は使
わず職場の保険証ができたら、速やかに届出をしてください。

Ｑ：家族で国保に加入していますが、子どもが学校に通うため、家族と離れて他の市
町村に住むことになりました。手続は必要ですか。

Ａ：親元を離れて他市町村の学校に就学するため住民登録を異動させたときは、在学
証明書等をお持ちになって手続をすると、保険証がそのまま使用できます。

　 町民課・保険年金係（電話 53崖1113）

Ｑ
埀　

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
な
の
で
保
険
料
が
払
え
ま
せ
ん
。
な

２０に
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
埀
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
と
い
う
の
が
あ
る
よ
！

　
　
歳
に
な
れ
ば
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

２０
な
い
ん
だ
。
だ
け
ど
学
生
さ
ん
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
か
ら
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
利
用
で
き
る
よ
！

　
対
象
と
な
る
の
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
さ
ん
。
そ
し
て
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
も
大
事
な
条
件
な
ん
だ
。
詳
し
く
は

年
金
事
務
所
に
聞
い
て
み
て
ね
！

　Ｑ
埀
平
成
　
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
を
し
ま
し
た
。
平
成

２８

　
年
度
も
引
き
続
き
学
生
な
の
で
す
が
、
ま
た
同
じ
手
続
き
を
し
な

２９く
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
埀
平
成
　
年
度
に
保
険
料
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
　
年
度
も

２８

２９

引
き
続
き
学
生
さ
ん
で
あ
れ
ば
手
続
き
は
簡
略
化
さ
れ
る
よ
！
　
３
月
下

旬
頃
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
ん
だ
！

　
同
じ
学
校
に
在
学
し
て
い
る
方
は
、
郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
返
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
成
　
年
度
の
申
請
が
で
き
る

２９

よ
！
　
ち
な
み
に
平
成
　
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
な
い
で

２９

保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
年
金
事
務
所
に
連
絡
し
た
ら
納
付
書

が
送
ら
れ
て
く
る
よ
。

　

【
問
合
せ
先
】
留
萌
年
金
事
務
所
　
緯
４
３
倆
７
２
１
１

　
　
　
　
　
　
役
場
保
険
年
金
係
　
緯
５
３
倆
１
１
１
３

国民健康保険をやめる手続が必要です。
国保をやめる人全員分の新しい保険証、国保の保険証を役場保険年金係（③窓口）
にお持ちください。

就職により、新しい
健康保険に加入した
場合

国民健康保険の加入手続が必要です。
資格喪失証明書※を保険年金係にお持ちください。
※資格喪失証明書は、退職した職場又は保険証を発行したところでもらってください。

退職により、今まで
の健康保険をやめる
場合

国民健康保険の手続きをご案内します
◆ 就職・退職される町民の皆さまへ ◆

マ
ー
シ
ー
の
年
金
相
談

広報ましけ 2 0 1 7．0413

　
今
月
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
オ
ラ
が
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に
つ
い
て

の
質
問
に
つ
い
て
答
え
て
い
く
よ
！
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【
応
募
期
間
】

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～

２９

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

３０

３１

【
応
募
方
法
】

　
増
毛
町
で
出
生
届
を
届
出
後
、
役
場
戸

籍
係
２
番
窓
口
（
Ｊ
Ａ
南
る
も
い
本
所
、

各
支
所
で
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
）
に

用
意
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
、
所
定
の
事

項
を
記
入
し
、
そ
の
ま
ま
窓
口
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
応
援
米
の
発
送
に
つ
い
て
は
、

申
込
さ
れ
ま
し
た
翌
月
の
配
達
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　町では、平成28年度より第３子以降のお子さんが小学

校、中学校、高等学校等などへ入学・進学する場合に「子

育て支援金」を支給しています。

◆対象となる方

　平成29年４月１日現在で増毛町内に住所を有し、生

計を同一にする子どもが３名以上いる世帯で、第３子

以降のお子さんが入学・進学する保護者の方です。（※）

　※ただし、町条例に規定する特定滞納者及び生活保護受給者の方は対象外となります。

◆支援金の金額等

　各学校等の入学・進学時に、50，000円分の増毛町商工会共通商品券を支給します。

◆申請方法

　指定の申請書を４月27日（木）までに、役場福祉厚生課（健康一番館）に提出してください。

申請書は、役場福祉厚生課（健康一番館内）窓口に設置しています。

■お問い合わせ　福祉厚生課民生係（健康一番館内）電話 53－3111

　
応
募
期
間
中
に
増
毛
町
で
出
生

届
を
提
出
し
、
お
申
込
を
さ
れ
た

方
に
、
も
れ
な
く

【問合せ先】

南るもい農業協同組合

農業振興部

電話 0164崖56崖2211

「
南
る
も
い
産
な
な
つ
ぼ
し
　
㎏
！
」

１０
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

増 毛 町 多 子 世 帯 子 育 て 支 援 事 業
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樺

竃

株

蒲
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兜

兜
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兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　増毛町では、昨年度より町内で開催される同窓会に対し、町商工会商品券にて補助金を交付し
ており、昨年は町内で多くの同窓会が開催されました。
　今年度より30名以上の同窓会に対しては、補助金を増額し交付することになりましたので、下
記の補助要件等をご確認のうえ、役場企画財政課企画係まで申請をお願いいたします。

ふるさとで同窓会を！
 ◇◆◇ 増毛町同窓会支援事業補助金 ◆◇◆ 

　
平
成
　
年
度
か
ら
定
期
接
種
と
な
っ
た
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

２６

接
種
は
、
下
記
の
医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
ま
す
。
平
成
　
年
度

２９

の
対
象
年
齢
は
次
の
通
り
で
す
。

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

月
～
　
月
に
行
わ
れ
る
イ
ン

１１

１２

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
同
日
に
接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
接
種
対
象
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

２９

３０

３１

■
接
種
費
用
　
自
己
負
担
３
埀
５
０
０
円

※
今
年
度
対
象
者
に
は
、
接
種
費
用
７
埀
０
０
０
円
の
う
ち
町
が

３
埀
５
０
０
円
補
助
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

　
定
期
接
種
対
象
の
方
は
、
ま
ず
保
健
指
導
係
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
町
が
発
行
す
る「
予
防
接
種
依
頼
書
」を
発
行
し
ま
す
。
依

頼
書
が
あ
れ
ば
、
町
に
よ
る
費
用
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
接

種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

 
福
祉
厚
生
課
・
保
健
指
導
係
（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

昭和２７年４月２日生～昭和２８年４月１日生の方６５歳

昭和２２年４月２日生～昭和２３年４月１日生の方７０歳

昭和１７年４月２日生～昭和１８年４月１日生の方７５歳

昭和１２年４月２日生～昭和１３年４月１日生の方８０歳

昭和７年４月２日生～昭和８年４月１日生の方８５歳

昭和２年４月２日生～昭和３年４月１日生の方９０歳

大正１１年４月２日生～大正１２年４月１日生の方９５歳

大正６年４月２日生～大正７年４月１日生の方１００歳

【平成29年度対象者】

※対象年齢であっても、今までに肺炎球菌ワクチンを接
種したことがある方は対象になりません。

【接種をうけられる医療機関】

※予約が必要となりますので、ご自分で予約をしてください。

藤田クリニック増毛町立市街診療所

留萌記念病院荻野病院

留萌市立病院（東雲診療所）川上内科医院

留萌セントラルクリニックたけうち内科循環器内科医院

わたべ整形外科医院富山整形外科

老健施設サンライズ留萌西原腎・泌尿器科クリニック

【補助要件】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　町内の飲食店等にて開催する同窓会の出席者が15名以上で、うち町外居住者が
５名以上出席する同窓会
【補助金額】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・15名以上30名未満　 町商工会商品券 30，000円分
・30名以上　　　　　 町商工会商品券 50，000円分
【その他】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・補助金を交付した同窓会には、町職員が同窓会にお伺いして、ふるさと納税のＰＲをさせてい
ただきます。
・補助金の交付には、申請書等の提出が必要となりますので、増毛町ホームページにてダウン
ロードしていただくか、役場企画財政課企画係までご連絡ください。

【問合せ先】役場企画財政課企画係　電話 53崖1110

▲昨年開かれた同窓会の様子。平成28年度は15件の同窓会に対し、計450，000円分の商品券を交付しました。
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葛
こ
の
状
態
で
は
、

葉
が
付
い
て
い
る
た

め
、
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

必ず全ての葉を取ってごみステーションに出すようにして下さい

※杉、松、おんこ等の針葉樹のせん定枝については出すことができません。

　環境へ負荷を限りなく減らすため、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

　収集されたせん定枝は、「おがくず」に加工され、生ごみ処理施設で水分調整剤として再利用さ

れます。出されたせん定枝に葉が付いていると、「おがくず」加工の障害となります。

の
　
　
　
　
　
　
　
 に
つ
い
て

特

別

収

集

せ

ん

定

枝

　
町
の
防
災
行
政
無
線
放
送
に
つ
い

て
は
、
屋
内
用
の
戸
別
受
信
機
に
向

け
て
役
場
閉
庁
日
を
除
き
、
午
後
１

時
に
定
時
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
外
拡
声
器
で
は
音
楽
放

送
を
午
後
５
時
（
季
節
に
よ
り
４
時

ま
た
は
６
時
に
変
更
さ
れ
ま
す
）
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
日
常
の
点
検
も
兼
ね
て
い

ま
す
の
で
、
聞
こ
え
な
い
場
合
は
町

の
防
災
担
当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

◆
◇
戸
別
受
信
機
の
操
作
方
法
◆
◇

・
受
信
機
に
は
乾
電
池
（
単
２
×
４

本
内
蔵
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

停
電
時
に
は
自
動
的
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。
電
源
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
し

て
い
る
場
合
は
、
電
池
が
残
り
少
な

い
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
停
電
時
の

緊
急
放
送
が
聞
け
な
か
っ
た
り
、
電

池
の
液
漏
れ
で
機
器
が
故
障
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
新
し

い
も
の
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

・
通
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
放
送
の
音

量
は
、
右
側
の
音
量
ダ
イ
ヤ
ル
で
聞

き
や
す
い
大
き
さ
に
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

の
緊
急
放
送
は
、
自
動
的
に
最
大
の

音
量
と
な
り
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

・
雑
音
し
か
入
ら
な
い
、
何
も
聞
こ

え
な
い
な
ど
、
普
段
か
ら
調
子
が
悪

い
場
合
は
、
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
機
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
５
月
に
「
庭
木
の
せ
ん
定
枝
」
を
無
料
で
収
集
し

ま
す
。
指
定
さ
れ
た
日
以
外
の
排
出
は
、
有
料
扱
い
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
庭
木
の
せ
ん
定
枝
の
出
し
方
】

・
枝
の
長
さ
を
１
ｍ
未
満
（
太
さ
５
唖
未
満
）
に
し
て
、
１
ｍ

く
ら
い
の
紐
で
縛
る
。

・
庭
、
畑
な
ど
を
整
理
し
た
も
の
（
囲
い
な
ど
の
木
・
と
う
き

び
等
の
茎
）
は
出
せ
ま
せ
ん
。

・
使
用
し
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
、
午
前
９
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
庭
木
の
せ
ん
定
枝
の
収
集
日
】

■
問
合
せ
先

・
留
萌
南
部
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
（
電
話
 
４
３
倆
２
５
５
５
、
４
３
倆
２
５
８
８
）

・
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
　
５
３
倆
１
１
１
２
）

収
集
日

５
月
１
日

（
月
曜
日
）

５
月
８
日

（
月
曜
日
）

収

集

地

区

阿
分
、
信
砂
、
舎
熊
、
箸
別
、
湯
の
沢

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
～
　
、
２
０
０
』

５４

中
歌
、
港
町
、
見
晴
町
、
市
街
地
区
（
海
岸
通
線
か

ら
３
丁
目
通
線
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
　
～
１
０
６
、
２
０
３
』

５５

市
街
地
区
（
４
丁
目
通
線
か
ら
暑
寒
沢
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
０
７
～
１
６
６
、
２
０
１
』

別
苅
、
岩
尾
、
雄
冬

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
６
７
～
１
９
９
』

１月　４時

２月　 ↓

３月　５時

４月　 ↓

５月　６時

６月　 ↓

７月　 ↓

８月　 ↓

９月　５時

１０月　 ↓

１１月　４時

１２月　 ↓

屋外拡声器
での放送

上が電源

クルクル回る

のが音量
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　運転に不安のある高齢者の運転免許の自主返納を促進し、高齢者による交通事故の減少を図るた

め、増毛町が運転免許証を自主返納した方に対し、公共交通機関を利用する場合の交通費を助成し

ます。

１　助成金の対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　満70歳以上の町民で、平成29年４月１日以降に全ての運転免許を自主返納してから１年以内の

方。ただし、町税等に滞納のない方（同居者含む）及び暴力団員等でない方。

　※免許証の有効期限内に返納した場合のみ対象となります。

２　助成金の額等（１人１回限り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敢　上限　５万円分のバス回数券又はタクシー利用券を交付する。（バスとタクシーの併用も可能）

　　①バス回数券の種類：100円、200円、300円、400円、500円、1，000円

　　②タクシー利用券：１枚 500円

　　※希望する種類を１万円単位で選択することができます。

柑　利用できる交通機関：沿岸バス 及び 明日萌ハイヤー

３　申請方法等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敢　申請場所：役場町民課①番窓口

柑　申請する時に持ってくるもの

　　①印鑑　②身分証明書　③運転経歴証明書又は運転免許取消通知書

　　※運転経歴証明書があれば身分証明書は必要ありません。

桓　申請書を審査後、町から申請者に「利用券」を交付します。

４　利用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敢　申請書を審査後、町から利用者に「バス回数券」又は「タクシー利用券」を交付します。

柑　バス利用の際には、「バス回数券」で見合いの運賃額を支払ってください。ただし、おつりは出

ないので、不足分は現金で支払ってください。

桓　タクシー利用の際には、「タクシー利用券」で運賃見合いの額の枚数を渡してください。ただし、

おつりは出ないので不足分を現金で支払ってください。

棺　沿岸バスは、一般路線バスのみ利用可能です。（高速バスは利用不可）

　 役場町民課町民環境係（電話 53崖1112）

運転免許を自主返納した70歳以上の方に交通費を助成します。
（高齢者運転免許自主返納支援事業）

（１）　運転免許証・印鑑を持参し、最寄りの警察署に出向き、運転免許証返納申請書を提出する。
（２）　申請者に運転免許証取り消し通知が交付される。希望者には、運転免許証を四隅に穴を開けて

返却。
（３）　運転経歴証明書発行を希望する者は、顔写真（３ｃｍ×2．4ｃｍ）を持参し、手数料1，000円支払

い交付申請書を提出する。
※運転経歴証明書は「犯罪による収益の移転防止に関する法律施行規則」で永年有効な身分証明書
※申請から２～３週間後、警察署で受け取ることができます。

運転免許返納までの流れ

表　面 裏　面



■
受
験
資
格

学
校
教
育
法
第
　
条
（
高
等

５７

学
校
入
学
資
格
）
に
規
定
す

る
者
で
、
多
人
数
に
対
し
て

飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
す

る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
等

の
施
設
又
は
飲
食
店
営
業
、

魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い

製
造
業
等
に
該
当
す
る
営
業

に
お
い
て
平
成
　
年
５
月
　

２９

２６

日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の

業
務
に
従
事
し
た
者
。

■
試
験
日

　
平
成
　
年
８
月
　
日（
火
）、

２９

２９

　
　
午
後
　
時
　
分
か
ら

１３

３０

　
　
午
後
　
時
　
分
ま
で

１６

００

■
試
験
地
　
滝
川
市

■
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ
い

て
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
提
出
書
類

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

（
６
埀
９
０
０
円
分
の
北
海
道

収
入
証
紙
を
貼
付
）

・
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理

カ
ー
ド
　

・
調
理
師
試
験
入
力
通
知
所
　

■
提
出
先
　
留
萌
保
健
所

■
受
付
期
間

平
成
　
年
５
月
　
日（
月
）か

２９

１５

ら
５
月
　
日（
金
）ま
で
（
郵

２６

送
の
場
合
は
５
月
　
日
ま
で

２６

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

ま
す
）

 
北
海
道
留
萌
保
健
所
　
企
画

総
務
課
企
画
係
（
電
話
 ４
２

倆
８
３
２
６
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

早
出
・
遅
出
・
夜
勤
の
３
交

替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

早
出
・
遅
出
の
日
勤
２
交
替

制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
、

あ
な
た
の
都
合
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員
　

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

　
・
時
給
　
　
　
８
３
０
円

　
・
日
給
　
６
埀
５
０
０
円

※
資
格
、
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

※
勤
務
形
態
に
よ
り
手
当
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
調
理
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可

■
勤
務
時
間

・
早
出
６
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
そ
の
他
　
パ
ー
ト
勤
務
も
可

○
条
件

　
週
３
日
勤
務

　
勤
務
時
間
遅
出
の
み

　
賃
金
日
給
６
埀
３
０
０
円

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
清
掃
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金
　
日
給
６
埀
２
０
０
円

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員

管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

２０

※
栄
養
士
免
許
所
持
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
か
ら

※
所
持
資
格
・
経
験
年
数
を
考

慮
■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
そ
の
他
　

　
健
康
保
険
・
年
金
等
に
加
入

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
締
切
・
申
込
方
法

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
に
有
資
格
者
は
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
提
出
願

試

験
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募

集

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

 （
介
護
員
・
調
理
員
・

　
清
掃
員
・
栄
養
士
）

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

　
に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
　
月
額
五
千
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
　
月
額
一
万
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

平
成
　
年
度
調
理
師
試
験

２９



い
ま
す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員
　
看
護
職
員
３
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者
又
は
平
成
　
年
３

２９

月
に
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
下
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

（
イ
）健
康
診
断
書

（
ウ
）免
許
証（
写
）※
卒
業
見
込

み
の
方
は
不
要

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か

直
接
役
場
総
務
課
へ
請
求
願

い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
本
人
へ
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

増
毛
町
役
場
総
務
課
・
庶
務

係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

　
町
で
は
、
町
内
か
ら
留
萌
市

内
の
高
校
へ
通
う
通
学
費
等
の

助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者

町
内
在
住
者
で
町
内
よ
り
留

萌
市
内
の
高
校
へ
通
学
、
も

し
く
は
留
萌
市
内
の
高
校
へ

通
う
た
め
に
下
宿
し
て
い
る

高
校
生
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

 
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課
・

総
務
係
（
電
話
 ５
３
倆
２
４

２
７
）

　
６
回
目
と
な
る
「
増
毛
え
び

地
酒
ま
つ
り
」
を
次
の
日
程
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
同
様
、
通
行
規
制
等
が

か
か
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
観
光
振
興

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
規
制
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
５
月
号
広
報
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
日
程
　

　
５
月
　
日（
土
）・
　
日（
日
）

２７

２８

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１５

００

■
会
場

　
駅
前
歴
史
通
り
周
辺

 
役
場
商
工
観
光
課
（
実
行
委

員
会
事
務
局
　
電
話
 ５
３
倆

３
３
３
２
）

　
平
成
　
年
度
の
「
ま
し
け
町

２９

民
ス
ク
ー
ル
」
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
４

回
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
講
師

・
第
１
回
　
小
松
　
信
隆
　
氏

（
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
　
管

理
栄
養
士
）

・
第
２
回
　
和
太
鼓
演
奏
（
北

海
若
衆
太
鼓
）

・
第
３
回
　
吉
本
興
業
お
笑
い

ラ
イ
ブ
（
出
演
者
は
５
月
に

決
定
）

・
第
４
回
　
未
定

■
開
催
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
年
会
費

・
個
人
　
　
　
 ３
埀０
０
０
円

・
家
族（
２
人
） ５
埀０
０
０
円

※
　
歳
以
上
の
方
は
無
料
。

７０
※
会
員
以
外
の
方
は
、
１
講
座

２
埀０
０
０
円
。

 
町
民
ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会

事
務
局
（
教
育
委
員
会
地
域

学
習
課
文
化
振
興
係
　
電
話

５
３
倆
２
４
２
７
）

暮 報情のしら

広報ましけ 2 0 1 7．0419

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　今日の給食もおいしいな。「ちょっ
と！そんな持ち方されたら痛いよ」
わっ、はしがしゃべった。「きちんと
持てば動かしやすくなるよ」すご
い！切ったり、混ぜたり、はしはい
ろいろな事ができるんだ。

まいにちつかう はしってすごい！髙橋　幸枝 著

　頑張りすぎず、自分を甘やかせ
すぎず。我慢しすぎず、他人を頼
りにしすぎず。毎日を穏やかに
“ちょうどよく”生きるための40
の真理。100歳の現役精神科医が
生き方のヒントを掲示。

こころの匙加減

ｈ
ｔｔ
ｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
．ｍ

ａ
ｓ
ｈｉｋ
ｅ
．ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａｉｄ
ｏ
．ｊｐ

お
知
ら
せ

ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル

の
会
員
募
集
に
つ
い
て

高
等
学
校
生
徒
通
学
費
等

補
助
金
に
つ
い
て

「
増
毛
え
び
地
酒
ま
つ
り
」

の
開
催
に
つ
い
て

しばやま ひであき 著

増
毛
町
看
護
職
員
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冬
期
休
館
を
し
て
い
た
温
水

プ
ー
ル
は
５
月
２
日（
火
）午
後

２
時
か
ら
開
館
の
予
定
で
す
。

機
械
設
備
等
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
開
館
日
が
変
更
に
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
式
に
決
定
次
第
、

防
災
無
線
で
開
館
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
営
業
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
利
用
時
間

・
火
～
金
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１４

００

２０

３０

・
火
～
金
曜
日（
夏
休
み
期
間
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

２０

３０

・
土
、
日
曜
日
、
祝
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１９

３０

・
土
、
日
曜
日
、
祝
日
（
夏
休

み
期
間
中
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

２０

３０

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）

■
利
用
料
金

・
１
回
券

一
般
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

高
校
・
大
学
生
　
　
２
０
０
円

中
学
生
以
下
　
　
　
１
０
０
円

・
シ
ー
ズ
ン
券

一
般
　
　
　
　
 ６
埀０
０
０
円

高
校
・
大
学
生
 ４
埀０
０
０
円

中
学
生
以
下
　
 ２
埀０
０
０
円

 
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
係
（
電
話
 ５
３
倆
２

４
２
７
）

　「
仕
掛
け
絵
本
」
と「
布
絵
本
」

を
展
示
す
る
ほ
か
、
お
は
な
し

の
へ
や
で
は
「
エ
プ
ロ
ン
・
シ

ア
タ
ー
」
を
随
時
実
演
し
ま
す
。

■
期
間

　
４
月
　
日（
日
）

２３

　
　
　
～
５
月
　
日（
金
）

１２

※
木
曜
日
は
閉
館
日

■
会
場
　
　
元
陣
屋

■
入
場
料
　
　
無
料

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

　
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
土
地
や
家
屋
の
価
格

に
つ
い
て
、
納
税
者
が
他
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
自
己
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
が
適
正
か
判
断
で
き

る
よ
う
に
、「
土
地
・
家
屋
等
縦

覧
帳
簿
」
を
交
付
し
ま
す
。
な

お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は
家

屋
、
家
屋
の
み
の
納
税
者
は
土

地
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
対
象
者

町
内
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

固
定
資
産
税
納
税
者
（
共
有

者
、
同
居
の
親
族
及
び
相
続

人
含
む
）

■
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
　
日
３１

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　
役
場
税
務
課
税
務
係

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
納
税
通
知
書

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
が
付

い
て
い
る
も
の
）

・
住
民
票
上
別
世
帯
の
親
族
の

場
合
は
委
任
状

・
相
続
人
の
場
合
は
続
柄
が
確

認
で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
本

な
ど
）

 
役
場
税
務
課
税
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
４
）

　
法
務
局
及
び
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
、
地
域
住
民
の

皆
様
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
離
婚
や
Ｄ
Ｖ

な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
、
い
じ

め
や
虐
待
、
借
地
・
借
家
問
題
、

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
お
受
け

し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
及
び
木
曜
日

■
場
所

　
留
萌
市
大
町
２
丁
目
　
番
地

１２

　
留
萌
地
方
合
同
庁
舎
内

 
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

　（
電
話
 ４
２
倆
０
４
９
２

　
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
 ０
５
７
０
倆
０
０
３
倆
１

１
０
）

暮 報情のしら

元
陣
屋
絵
本
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

温
水
プ
ー
ル
の
開
館
に

つ
い
て

固
定
資
産
価
格
等
の

縦
覧
に
つ
い
て

自動車税の納期限は５月31日（水）です。忘れずに納期限までに納めましょう。

　自動車税は、４月１日現在運輸支局に登録されている所有者（所有権留保付
き自動車の場合は使用者）に課税される税金です。
・自動車税納税通知書の発付日は、５月８日（月）です。お手元に届かない場合
は、札幌道税事務所自動車税部（電話 011－746－1190）までご連絡ください。
・自動車税は、金融機関や郵便局のほか指定のコンビニエンスストアで納める
ことができます。
・インターネットの専用サイトからクレジット納付することができます。
 留萌振興局税務課（電話 42崖8418　時間 8：45～17：30）

（
栄
町
１
丁
目

　
電
話
 　
倆
９
５
０
０
）

４３

留
萌
セ
ン
ト
ラ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

【
４
月
９
日
】

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

人
権
相
談
所
の
お
知
ら
せ
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町
は
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
『
地

域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
』
を

結
び
、
３
月
　
日
、
そ
の
締
結
式
が
役

２２

場
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
郵
便
局
職
員
が
郵
便
配
達

時
に
町
民
に
異
常
を
感
じ
た
場
合
や
、

配
達
走
行
時
の
道
路
の
異
常
を
見
つ
け

た
場
合
、
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
場
合

な
ど
に
、
町
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行

う
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
安
心

で
安
全
な
マ
チ
づ
く
り
を
す
す
め
る
上

で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
に
出
席
し
た
長
谷
川
勇
恵
増
毛
郵

便
局
長
は
、「
高
齢
者
が
増
加
す
る
中

で
、
少
し
で
も
地
域
の
手
助
け
に
な
れ

ば
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

葛
堀
町
長（
左
）
と
長
谷
川
増
毛
郵
便
局
長（
右
）

日
本
郵
便
㈱
と
協
定
を
締
結

◆
◇
平
成
　
年
度
 危
険
物
取
扱
者

２９

・
消
防
設
備
士
試
験
日
程
◆
◇

■
試
験
日

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

・
第
１
回
　
６
月
４
日（
日
）

・
第
２
回
　
７
月
　
日（
日
）

２３

・
第
３
回
　
８
月
　
日（
日
）

２０

・
第
４
回
　
９
月
　
日（
日
）

２４

・
第
５
回
　
　
月
　
日（
日
）

１０

２９

・
第
６
回
　
１
月
　
日（
日
）

２８

※
留
萌
市
で
実
施
さ
れ
る
試
験
は
、
危
険
物

取
扱
者
試
験
の
第
２
回
と
第
４
回
で
、
試

験
の
種
類
は
乙
種
と
丙
種
で
す
。

　【
消
防
設
備
士
試
験
】

・
第
１
回
　
６
月
４
日（
日
）

・
第
２
回
　
８
月
　
日（
日
）

２０

・
第
３
回
　
　
月
　
日（
日
）

１０

２９

・
第
４
回
　
１
月
　
日（
日
）

２８

・
第
５
回
　
３
月
　
日（
土
）

２４

※
留
萌
市
で
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　※
願
書
受
付
期
間
な
ど
の
詳
細
は
、
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
問
合
せ
先
ま
で
連
絡

願
い
ま
す
。

※
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

 
町
消
防
本
部
・
予
防
課

　
（
電
話
 
５
３
倆
２
１
７
５
）

ｈｔｔｐ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｓ
ｈ
ｏ
ｕ
ｂ
ｏ
－ｓ
ｈｉｋ
ｅ
ｎ
．ｏｒ
．ｊｐ

　この時季は、空気が乾燥しやすいことから火が着きやすく、火災の発生する危険性が増してき
ます。一人ひとりが防火の意識を持つことで火災を未然に防ぐことができます。尊い命と大切な
財産を火災から防ぐためにも、次の事項を守りましょう。

【住宅防火 いのちを守る ７つのポイント】－３つの習慣・４つの対策－
　３つの習慣
　　○寝たばこは、絶対やめる。
　　○ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。
　　○ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
　４つの対策
　　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を作る。

　※火災予防運動期間中、一般家庭と工場・作業場の立入検査を実施します。　
 増毛町消防本部・予防課（電話 53崖2175）

 ≪統一標語≫「消しましょう その火その時 その場所で」

平成29年４月20日～30日 道火災予防運春の全 動
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▽
福
祉
厚
生
課
長
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
の
事
務
取
扱
を
解
く（
副
町
長
兼

福
祉
厚
生
課
長
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
事
務
取
扱
）石
垣
芳
夫
 ▽
兼
ね
て

戸
籍
係
長（
町
民
課
長
）松
本
伸
一
 ▽
福
祉

厚
生
課
長（
町
立
明
和
園
参
事
兼
事
務
係
長

兼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼
事
務

係
長
兼
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
員
）大
文
字

　
司
 ▽
兼
ね
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長（
福
祉
厚
生
課
参
事
）御
代
裕
昭
 ▽
兼

ね
て
農
業
基
盤
整
備
室
長（
農
林
水
産
課
長
）

坂
口
　
功
 ▽
企
業
課
長
の
兼
務
を
解
く（
建

設
課
長
兼
企
業
課
長
兼
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

ス
ポ
ッ
ト
所
長
）山
田
規
揮
 ▽
建
設
課
技
師

長
兼
企
業
課
技
師
長（
建
設
課
技
師
長
補
）山

田
真
登
 ▽
町
立
明
和
園
長
兼
指
定
訪
問
介

護
事
業
所
管
理
者（
町
立
明
和
園
長
補
佐
兼

指
導
係
長
兼
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
員
）宮

腰
　
修
 ▽
町
立
明
和
園
参
事
兼
指
定
訪
問

介
護
事
業
所
員（
町
民
課
長
補
佐
兼
町
民
環

境
係
長
）斉
藤
誠
治
 ▽
兼
ね
て
出
納
係
長

（
出
納
室
長
）成
田
洋
昭
 ▽
企
業
課
長（
企
業

課
長
補
佐
）杉
本
　
要
 ▽
町
民
課
長
補
佐
兼

町
民
環
境
係
長（
町
民
課
町
民
環
境
担
当
係

長
）佐
藤
仁
則
 ▽
税
務
課
納
税
係
長
の
兼
務

を
解
く（
税
務
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長
兼
地

籍
係
長
）岩
田
　
徹
 ▽
農
林
水
産
課
農
林
係

長
の
兼
務
を
解
く（
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼

農
林
係
長
）菅
原
京
富
美
 ▽
農
林
水
産
課
農

業
基
盤
整
備
室
長
補
佐
兼
企
業
課
付
係
長

（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
兼
企
業
課
付
係

長
）佐
藤
忠
幸
 ▽
兼
ね
て
観
光
事
業
係
長

（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）斉
藤
隆
彦
 ▽
建
設

課
技
師
長
補（
建
設
課
建
築
係
長
）尾
田
光
則

▽
建
設
課
建
築
担
当
技
師
長
補
兼
建
築
係
長

（
建
設
課
建
築
担
当
係
長
）山
田
信
彦
 ▽
市

街
診
療
所
事
務
係
長
の
兼
務
を
解
く（
市
街

診
療
所
事
務
長
補
佐
兼
事
務
係
長
）廣
谷
雅

文
 ▽
町
民
課
町
民
環
境
担
当
係
長
　
留
萌

南
部
衛
生
組
合
勤
務（
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
長
）千
葉
和
晃
 ▽
税
務
課
納
税
係
長

（
町
民
課
付
係
長
）村
上
高
行
 ▽
福
祉
厚
生

課
介
護
保
険
係
長（
福
祉
厚
生
課
介
護
保
険

係
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
係
）髙

橋
　
徳
 ▽
農
林
水
産
課
農
林
係
長
兼
水
利

施
設
管
理
係
長（
福
祉
厚
生
課
民
生
係
）小
浜

清
人
 ▽
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長（
税
務

課
納
税
係
兼
税
務
係
）猪
股
　
聖
 ▽
上
下
水

道
課
下
水
道
係
長（
教
育
委
員
会
総
務
学
校

課
学
校
教
育
係
長
兼
総
務
係
長
）國
井
政
憲

▽
上
下
水
道
課
技
術
担
当
係
長（
上
下
水
道

課
上
水
道
係
長
）小
西
裕
也
 ▽
町
立
明
和
園

指
導
係
長
兼
生
活
相
談
員
兼
指
定
訪
問
介
護

事
業
所
員（
町
立
明
和
園
主
任
生
活
相
談
員
）

山
吹
裕
治
 ▽
町
立
明
和
園
事
務
係
長（
福
祉

厚
生
課
介
護
保
険
係
長
）佐
藤
幸
喜
 ▽
市
街

診
療
所
事
務
係
長（
企
画
財
政
課
財
政
係
）福

光
　
亮
 ▽
上
下
水
道
課
上
水
道
係
長（
上
下

水
道
課
上
水
道
係
）遠
藤
恵
一
 ▽
企
画
財
政

課
財
政
係（
町
立
明
和
園
養
護
生
活
相
談
員

兼
事
務
係
）林
　
慶
多
 ▽
企
画
財
政
課
付
　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
派
遣

（
企
画
財
政
課
企
画
係
兼
管
財
係
）高
橋
一
将

▽
企
画
財
政
課
企
画
係
兼
管
財
係（
市
街
診

療
所
事
務
係
）石
田
幸
太
 ▽
町
民
課
町
民
環

境
係
兼
戸
籍
係（
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課

社
会
教
育
係
兼
文
化
振
興
係
兼
ス
ポ
ー
ツ

係
）工
藤
浩
也
 ▽
町
民
課
保
険
年
金
係（
建

設
課
付
　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
派
遣
）若
林
亮
平
 ▽
兼
ね
て
地
籍
係

（
税
務
課
税
務
係
）大
井
将
数
 ▽
福
祉
厚
生

課
民
生
係（
税
務
課
税
務
係
兼
地
籍
係
）和
田

泰
裕
 ▽
福
祉
厚
生
課
介
護
保
険
係
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
員（
農
林
水
産
課

農
林
係
）忠
鉢
達
郎
 ▽
保
育
所
主
任
保
育
士

（
教
育
委
員
会
町
立
幼
稚
園
主
任
教
諭
）竹
内

清
人
 ▽
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
兼
観
光

事
業
係（
総
務
課
庶
務
係
）寺
田
拓
馬
 ▽
総

務
課
庶
務
係（
新
規
採
用
）江
幡
一
彩
 ▽
税

務
課
税
務
係（
新
規
採
用
）成
田
広
孝
 ▽
町

民
課
町
民
環
境
係（
新
規
採
用
）市
川
凌
伍
▽

保
育
所
保
育
士（
新
規
採
用
）竹
田
芽
生
 ▽

市
街
診
療
所
看
護
師（
新
規
採
用
）金
谷
　
孝

▽
総
務
学
校
課
総
務
係
長（
農
業
委
員
会
農

地
係
長
）長
井
　
元
 ▽
総
務
学
校
課
学
校
教

育
係
長（
商
工
観
光
課
観
光
事
業
係
長
）川
崎

貴
範
 ▽
町
立
幼
稚
園
教
諭（
保
育
所
保
育

士
）吉
田
奈
緒
 ▽
地
域
学
習
課
社
会
教
育
係

兼
文
化
振
興
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
係（
地
域
学
習

課
文
化
振
興
係
兼
社
会
教
育
係
兼
ス
ポ
ー
ツ

係
）岡
部
直
道
 ▽
地
域
学
習
課
社
会
教
育
係

兼
文
化
振
興
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
係（
新
規
採
用
）

穐
田
　
眞

▽
併
せ
て
書
記（
新
規
採
用
）江
幡
一
彩

▽
農
地
係（
町
民
課
町
民
環
境
係
兼
戸
籍
係
）

田
中
一
志

▽
議
会
事
務
局
長
　
前
田
　
浩
 ▽
町
民
課

戸
籍
係
専
門
主
事
　
田
中
真
紀
子
 ▽
出
納

室
出
納
係
専
門
主
事
　
門
間
ム
ツ
子
 ▽
福

祉
厚
生
課
民
生
係
兼
保
健
指
導
係
専
門
主
事

　
松
原
涼
子
 ▽
町
立
明
和
園
看
護
師
兼
機

能
訓
練
指
導
員
　
西
村
祐
子
 

▽
町
立
明
和
園
長
兼
指
定
訪
問
介
護
事
業
所

長
兼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
　
佐
藤

正
樹
 ▽
市
街
診
療
所
主
任
看
護
師
　
大
西

育
子

▽
名
前
　
異
動
後
（
異
動
前
）

町
長
部
局

教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会

再
任
用

退
職
（
３
月
　
日
）

３１

旭川地方検察庁からのお知らせ

　旭川地方検察庁留萌支部及び留萌区検察庁の執務は、

平成29年４月１日から、原則として下記の新執務地に

おいて行うこととなりました。

【新執務地】

〒070－8636 旭川市花咲町４丁目 旭川地方検察庁内

　　　　　　 旭川地方検察庁留萌支部・留萌区検察庁

（電話 0166－51－6231、ＦＡＸ 0166－59－2065）

町
人
事
異
動

平
成
　
年
４
月
１
日
付

２９
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３月１日～３月３１日届出分

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
藤
江
　
智
惠
子
さ
ん
（
弁
天
町
）

倆
１
区
自
治
会
へ

４７

・
木
谷

 
江
さ
ん
、辰
彦
さ
ん
（
箸
別
）

区
自
治
会
へ

１７

・
向
山

セ
ツ
さ
ん
（
畠
中
町
）
　
区
自
治
会
へ

２４

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
社
会
福
祉
に
（
香
典
の
一
部
か
ら
）

・
澤
　
輝
男
さ
ん
（
弁
天
町
）

・
向
山
　
セ
ツ
さ
ん
（
畠
中
町
）

・
木
谷

辰
彦
さ
ん
（
箸
別
）

【
５
月
号
へ
の
掲
載
希
望

４
月
　
日（
金
）
ま
で
】

２１

 ■໰ 
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

　生後９０日を経過した犬を新しく飼われた方は、狂犬病予

防法の定めにより、犬の所在地の市町村に登録をしなけれ

ばなりません。未登録の場合は、毎年５月に町内全域を対

象に実施する狂犬病予防注射の案内文書が発送されません

ので、速やかに登録をお済ませください。

　また、登録されている犬に転出や死亡などの異動があっ

た場合もお手続きが必要です。

■犬の新規登録………３，０００円

（犬の登録は一生に一度のみ。転居や譲渡など、犬の環

境が変わる場合も新たな登録は必要有りませんが、お手

続きが必要です。）

■以下の場合は、費用はかかりませんがお手続きが必要です。

○犬が死亡したとき（電話での受け付け可）

○犬、又は飼い主の所在地が変わったとき

○犬を譲渡した、または譲り受けたとき

■手続き方法

役場町民課町民環境係（１番窓口）にて手続き願います。

電話５３－１１１２（直通）

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元

林野火災予防強調期間

■໰ 役場農林水産課農林係　電話 ５３－１１１７

・タバコのポイ捨て

・たき火の放置

・ごみ焼き

・火 遊 び

山は大切な資源！みんなで守ろう！

４ 月２１日 （ 金 ）～５ 月３１日 （ 水 ）

飼っている犬の登録はお済みですか？

３月末
人口と世帯

（－３７）人4,484人口

（－２２）人2,067　男

（－１５）人2,417　女

（－１０）世帯2,315世帯

（　）は前月との増減
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●増毛中学校入学式 １３：３０～昭６
●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館
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●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００ 市街診療所

昌２６掌９
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　市街診療所昌１ ２

掌３０昭１ ３
捷１晶１ ４
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˓ॕ 憲法記念日昌３掌１ ６
˓ॕ みどりの日昭４捷１ ７
˓ॕ こどもの日晶５昇１ ８

松６●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所昌１ ９

掌７昭２０
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ໰̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック
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け
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 不 燃   か・び 

　生　 　木　

　生　  金属・危険 

　生　  資源２ 

　生　

 ペット   プ ラ 

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　  粗 大 

 可 燃   資源１ 

　生　

 可 燃 

 可 燃 

　生　

 ペット   プ ラ 

　生　

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 




